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新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その 78） 

 

日本医師会より、標記に関して、令和４年１０月２１日付事務連絡で、診療報酬の取扱

いが示されたとの連絡がありました。今回の事務連絡においては、 

①「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」（令和２年

２月 14 日厚生労働省保険局医療課事務連絡）の問５において、「新型コロナウイルスの

感染が疑われる患者が「帰国者・接触者相談センター」等に連絡し、その指示等により、

200 床以上の病院で、帰国者・接触者外来等を受診した場合、初診時の選定療養費は認め

られない。」と示されているが、「その指示等」とは、例えば、都道府県の設置する「受

診・相談センター」または保健所等が、新型コロナウイルスの感染が疑われる患者に 200

床以上の医療機関等の発熱外来を案内するとともに、当該医療機関に事前に連絡を実施

した場合が該当する。【特別料金は徴収できない。】 

②新型コロナウイルスの感染が疑われる患者が「受診・相談センター」または保健所等に

おいて、複数の医療機関の案内を受け、その中から患者自身が 200 床以上の病院であっ

て、「診療・検査医療機関」である医療機関を選択した場合、初診時の選定療養費の支

払いを求めないことができる、「その他、保険医療機関が当該保険医療機関を直接受診

する必要性を特に認めた患者」に該当する。【特別料金の徴収は病院の判断による。】 

③新型コロナウイルスの感染が疑われる患者について、都道府県等が設置する「受診・相

談センター」等の案内によらず、患者自身が自治体のホームページを閲覧するなどして、

200 床以上の病院であって、「診療・検査医療機関」である医療機関を受診した場合、初

診時の選定療養費の支払いを求めないことができる、「その他、保険医療機関が当該保

険医療機関を直接受診する必要性を特に認めた患者」に該当する。【特別料金の徴収は

病院の判断による。】 

④ ②および③で特別料金を徴収する場合、令和４年 10 月 21 日以降、初診時の選定療養費

の支払いを求める保険医療機関【200 床以上の病院】については、都道府県のホームペー

ジの「診療・検査医療機関一覧」等にその旨公表すること。なお、令和４年 12 月 31 日

までの間は、当該保険医療機関のホームページ等において公表するとともに、予約又は

受付の際に、事前に患者へ案内することをもって、都道府県のホームページ等での公表

に代えて差し支えない。 



－との取扱いが示されております。 

 

つきましては、誠にお手数ではございますが、貴会会員へご周知賜りますようお願い  

申し上げます。 

 

記 

 

◇令和４年１０月２１日付厚生労働省保険局医療課事務連絡 

問１「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」（令和２

年２月 14 日厚生労働省保険局医療課事務連絡）の問５において、「新型コロナウイル

スの感染が疑われる患者が「帰国者・接触者相談センター」等に連絡し、その指示等

により、200 床以上の病院で、帰国者・接触者外来等を受診した場合、初診時の選定療

養費は認められない。」と示されているが、「その指示等」とは具体的にはどのよう

なことを指すのか。 

 

（答）例えば、都道府県の設置する「受診・相談センター」または保健所等が、新型コロ

ナウイルスの感染が疑われる患者に 200 床以上の医療機関等の発熱外来を案内すると

ともに、当該医療機関に事前に連絡を実施した場合が該当する。 

 

（参考）「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて」（令和２年

２月 14 日付厚生労働省保険局医療課事務連絡）（抄） 

問５ 新型コロナウイルスの感染が疑われる患者が「帰国者・接触者相談センター」等に連絡 

し、その指示等により、200 床以上の病院で、帰国者・接触者外来等を受診した場合、初診

時の選定療養費の取扱いはどうなるか。 

（答）この場合、「緊急その他やむを得ない事情がある場合」に該当するため、初診時の選定療 

養費は認められない。 

 

問２ 新型コロナウイルスの感染が疑われる患者が「受診・相談センター」または保健所

等において、複数の医療機関の案内を受け、その中から患者自身が 200 床以上の病院

であって、「診療・検査医療機関」である医療機関を選択した場合、初診時の選定療

養費の取扱いはどうなるのか。 

 

（答）この場合、初診時の選定療養費の支払いを求めないことができる、「その他、保険

医療機関が当該保険医療機関を直接受診する必要性を特に認めた患者」に該当する。 

また、令和４年 10 月 21 日以降、初診時の選定療養費の支払いを求める保険医療機



関については、都道府県のホームページの「診療・検査医療機関一覧」等にその旨公

表すること。なお、令和４年 12 月 31 日までの間は、当該保険医療機関のホームペー

ジ等において公表するとともに、予約又は受付の際に、事前に患者へ案内することを

もって、都道府県のホームページ等での公表に代えて差し支えない。 

 

問３ 新型コロナウイルスの感染が疑われる患者について、都道府県等が設置する「受

診・相談センター」等の案内によらず、患者自身が自治体のホームページを閲覧する

などして、200 床以上の病院であって、「診療・検査医療機関」である医療機関を受診

した場合、初診時の選定療養費の取扱いはどうなるのか。 

 

（答）この場合、初診時の選定療養費の支払いを求めないことができる、「その他、保険

医療機関が当該保険医療機関を直接受診する必要性を特に認めた患者」に該当する。 

また、令和４年 10 月 21 日以降、初診時の選定療養費の支払いを求める保険医療機

関については、都道府県のホームページの「診療・検査医療機関一覧」等にその旨公

表すること。なお、令和４年 12 月 31 日までの間は、当該保険医療機関のホームペー

ジ等において公表するとともに、予約又は受付の際に、事前に患者へ案内することを

もって、都道府県のホームページ等での公表に代えて差し支えない。 

 

（参考）「「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」

及び「保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医薬品等」の実施上の留意事項につい

て」（平成 18 年３月 13 日保医発第 0313003 号（令和４年３月４日最終改正））（抄） 

第３保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める基準等 

16 特定機能病院、地域医療支援病院（一般病床に係るものの数が 200 床未満の病院を除

く。）及び外来機能報告対象病院等（医療法第 30 条の 18 の４第１項第２号の規定に基づ

き、同法第 30 条の 18 の２第１項第１号の厚生労働省令で定める外来医療を提供する基幹的

な病院として都道府県が公表したもの（以下「紹介受診重点医療機関」という。）に限り、

一般病床に係るものの数が 200 床未満の病院を除く。）の初診に関する事項 

(４) （３）に定める場合のほか、正当な理由がある場合は、他の保険医療機関等からの紹

介なしに受診した患者について、（１）の金額の支払を求めないことができること。なお、

正当な理由がある場合とは、次に掲げる患者に初診を行う場合であること。 

①～⑨略 

⑩その他、保険医療機関が当該保険医療機関を直接受診する必要性を特に認めた患者（急を

要しない時間外の受診及び単なる予約受診等、患者の都合により受診する場合を除く。） 

 

担当事務局：大阪府医師会保険医療課 電話 06-6763-7001 


